
今月の苦情0件

発行日：令和7年11月吉日

石山くじら小規模保育園だより

今！！バズっている生協当番シール

早いもので、2025年もあと1か月となりました。12月は、大人も子どももソワソワする

月です。近隣の学校や保育園では、インフルエンザが流行っています。発熱の場合は、医療機

関を受診し、結果を保育園に報告して下さい。よろしくお願いします。

身体測定
避難訓練

2歳児アート教室 27日（木）

保育料引き落とし日 2７日（木）

避難訓練

身体測定

保育料引き落とし日 2９日（月）

クリスマス会 20日（土）

12月予定

1月予定

今、二歳児さんで流行っているのは、「生協

当番」です。本当は、園長がする仕事なのです

が、ある日を境に、子ども達が憧れる業務にな

りました。食材の片付け作業です。

本当は、大人がする方が、何倍も速くできます。

しかし、子ども達は、毎週水曜日に運ばれて

くる発砲スチロールの中に、何が入っているの

か「知りたい！」「当番になってシールが欲し

い！」という気持ちが高まり、頼んでもいない

のに、生協当番が流行りだしました。ここなん

ですよ。「頼んでもいないのに生協当番がやり

たい。」これこそ、私たちが日頃保育で大切に

している「主体的」なんです。

「主体的に」という言葉をよく聞きます。大

人がやれば、すぐに済む。だけど「やりたい気

持ち」「今度（来週）は○○がするね。」と仲

間に伝染していく。次を期待する。仲間と育っ

ていく。それが保育園。

また、「ありがとう。助かったよ。」と言われ

うれしい。決して強制するわけでなく、やりた

くてやってる。頑張った「自分」それが生協当

番シールという勲章なんです。

でも、いつか飽きるのです。それでいいのです。

この車が駐車場に停まって

いると・・・。

「あ！！生協さんの日！」

とすぐバレてしまいます。

ちょっと、長い文章ですが、読んで

いただけると、保育者も子ども達も

嬉しいです。


